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● 12 月市議会定例会 ●

2012.2

昇りゆく朝日（蒲郡市観光ボランティアガイドの会提供）



12月定例会
　12月市議会定例会中、11月30日、12月1日、2日の3日間で、市政全般について
18人の議員が一般質問を行いました。その中から主なものを要約して掲載します。
　詳しい内容をお知りになりたい方は、12月定例会会議録を市立図書館などでご
覧いただくか、市議会ホームページの会議録検索システムをご利用ください。発
行・掲載はいずれも3月上旬の予定です。
　また、インターネット録画中継も実施していますのでご覧ください。

一般質問 • • •ここが論点

設
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
順
次

入
札
に
切
り
替
え
て
い
く
。
ま

ず
、
市
役
所
庁
舎
、
市
民
会
館
、

競
艇
場
の
３
施
設
の
入
札
を
12

月
1
日
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て

里
帰
り
出
産
の
で
き
る
ま

ち
の
現
状
と
今
後
は
。

分
娩
制
限
は
、
10
月
末
か

ら
月
30
件
を
40
件
に
変
更

し
た
。
ま
た
、
こ
こ
２
カ
月
は

お
断
り
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
、

医
師
確
保
、
助
産
師
確
保
に
つ

い
て
、
全
力
投
球
し
て
き
た
が
、

全
面
解
除
の
努
力
を
続
け
た
い
。

答
弁
し
た
が
、
そ
の
方
向
性
に

変
更
は
な
い
。
な
お
、
本
市
の

よ
う
に
人
間
ド
ッ
ク
を
医
師
会

へ
委
託
の
例
は
な
い
。

蒲
郡
市
民
病
院
で
の
人
間

ド
ッ
ク
の
実
施
は
ど
う
か
。

人
的
面
、
機
器
、
シ
ス
テ

ム
確
保
等
々
の
こ
う
い
っ

た
諸
条
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、

実
施
可
能
と
理
解
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

１ 　

蒲
郡
市
医
師
会
の
委
託
費

裁
判
に
つ
い
て

２　

政
治
活
動
と
選
挙
運
動
に

　

つ
い
て

鈴
木
貴
晶（
無
所
属
の
会
）

特
定
規
模
電
気
事
業
者

（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）の
導
入
に
つ
い
て

電
力
の
自
由
化
と
し
て
、

電
気
の
購
入
先
を
Ｐ
Ｐ
Ｓ

に
切
り
替
え
、
電
気
代
の
削
減

に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、

９
月
議
会
で
お
聞
き
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
、
随
意
契
約
で
、

電
力
需
給
契
約
を
締
結
し

て
き
た
が
、
競
争
入
札
で
、
電

気
料
金
の
削
減
が
見
込
め
る
施

設
置
に
向
け
協
議
を
進
め
た
い
。

来
本
健
作（
無
会
派
）

長
年
赤
字
運
営
の
人
間
ド
ッ

ク
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

多
額
の
税
金
を
投
入
し
て

の
人
間
ド
ッ
ク
が
廃
止
の

方
向
に
動
く
と
思
っ
た
が
、
新

市
長
の
見
解
と
他
市
の
状
況
は
。

先
の
９
月
議
会
で
前
市
長

が
「
市
民
の
健
康
を
守
る

上
で
大
変
重
要
な
事
業
で
、
当

面
は
現
状
の
事
業
運
営
で
収
入

増
、
経
費
節
減
に
努
め
、
事
業

を
継
続
し
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢

を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
」
と

尾
崎
広
道（
無
所
属
の
会
）

蒲
郡
市
民
病
院
看
護
専
門

外
来
に
つ
い
て

看
護
専
門
外
来
の
受
診
方

法
や
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

今
年
の
９
月
に
開
設
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
院
内
掲

示
物
等
で
周
知
ご
案
内
し
て
い

る
。
初
回
は
医
師
の
ほ
う
に
看

護
専
門
外
来
受
診
の
申
し
出
を

し
、
２
回
目
以
降
は
、
担
当
看

護
師
に
申
し
出
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
ご
案
内
を
し
て
い
く

形
に
な
る
。
周
知
等
に
つ
い
て

は
、
も
う
少
し
徹
底
し
た
い
。

形
西
線
と
県
道
東
幡
豆
線

と
の
交
差
点
に
つ
い
て

同
交
差
点
に
信
号
機
の
設

置
は
さ
れ
る
の
か
。

形
西
線
は
、
平
成
24
年
度

を
開
通
目
標
に
事
業
進
捗

を
図
っ
て
い
る
。
県
警
及
び
道

路
管
理
者
の
東
三
河
建
設
事
務

所
と
の
交
差
点
協
議
で
は
、
T

字
交
差
点
で
も
あ
り
、
信
号
機

な
し
で
も
交
通
処
理
が
可
能
で

は
と
判
断
が
さ
れ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
は
、
今
後
も
信
号
機

形西線と県道東幡豆線との交差点予定地

電気料金契約を見直した市役所庁舎

2

問問 答答

問答

問 問答 答

問答



がまごおり

稲
吉
郭
哲（
市
政
ク
ラ
ブ
）

新
市
長
の
政
策
公
約

に
つ
い
て

働
く
場
の
確
保
と
し
て
の

企
業
誘
致
の
具
体
的
な
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

企
業
誘
致
の
用
地
確
保
に

向
け
、
場
所
を
選
考
し
た

う
え
で
市
長
が
県
企
業
庁
に
対

し
企
業
用
地
開
発
の
要
請
を
行

い
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
企
業
に
対
す

る
支
援
相
談
も
積
極
的
に
行
い
、

優
遇
措
置
条
例
の
再
設
置
等
も

視
野
に
入
れ
、
一
早
く
企
業
用

地
を
つ
く
り
、
進
出
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
、
若
者
の
足
の
確

保
と
し
て
の
市
内
循
環
バ

ス
の
検
討
と
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡

線
の
存
続
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
動
き
が
非
常
に
重

要
と
思
わ
れ
る
。
循
環
バ
ス
を

考
え
て
い
く
場
合
は
、
必
要
と

さ
れ
る
地
域
を
決
め
、
費
用
面

も
含
め
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
は
、

実
績
が
重
要
で
あ
り
、
西
尾
市
、

蒲
郡
市
が
連
携
し
、
乗
客
率
を

上
げ
る
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
。

新
実
祥
悟（
市
民
の
会
）

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の

存
続
を

利
用
及
び
区
間
収
支
の
状

況
は
。
ま
た
、
25
年
度
以

降
の
運
行
支
援
の
方
向
性
は
。

22
年
度
の
輸
送
人
員
の
実

績
は
、
３
０
７
万
１
千
人

で
対
前
年
度
比
1.1
％
の
増
で
あ

る
。
区
間
収
支
も
人
件
費
の
削

減
等
で
、
あ
る
程
度
の
経
営
改

善
は
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
多
額
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
実
績
を
上
げ
る
努
力
を
し

て
い
た
だ
き
、
道
路
と
同
じ
社

会
基
盤
と
し
て
市
が
ど
こ
ま
で

支
援
で
き
る
か
を
24
年
度
に
名

鉄
側
と
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

新
蒲
郡
市
財
政
健
全
化
計
画

に
つ
い
て

計
画
期
間
と
計
画
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

計
画
期
間
は
３
年
間
で
、

市
債
残
高
10
％
減
と
い
っ

た
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
市
債
発
行
額
の

抑
制
、
債
権
管
理
検
討
会
議
の

活
動
な
ど
に
よ
る
収
入
率
の
改

善
を
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

牧
野
泰
広（
無
所
属
の
会
）

中
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

今
後
の
見
通
し
は

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は

「
区
画
整
理
の
推
進
」
を

掲
げ
て
い
る
が
、
中
部
土
地
区

画
整
理
事
業
に
お
け
る
今
後
の

具
体
的
な
見
通
し
は
ど
う
か
。

23
年
度
末
の
事
業
進
捗
率

は
67
・
８
％
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
今
後
も
毎
年
10
億

円
の
予
算
が
確
保
で
き
る
と
仮

定
し
た
場
合
、
計
算
上
で
は
補

償
や
工
事
等
で
８
年
、
換
地
処

分
の
手
続
き
等
で
２
年
の
約
10

年
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

33
年
度
終
了
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
。

議会だより H24.2

市
民
向
け
の
財
政
状
況
等
の

報
告
に
工
夫
を

蒲
郡
市
の
財
政
状
況
や
税

金
の
使
わ
れ
方
の
お
知
ら

せ
が
、
他
の
市
町
と
比
べ
て
わ

か
り
に
く
い
。
わ
か
り
や
す
い

財
政
状
況
報
告
書
等
の
作
成
は

可
能
か
。

他
市
の
お
知
ら
せ
を
研
究

し
て
、
よ
い
と
こ
ろ
を
参

考
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木
基
夫（
市
民
の
会
）

企
業
と
行
政
と
の
連
携
に

よ
る
産
業
振
興
の
推
進
を

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も

「
新
産
業
の
推
進
」
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
国
の
新
成
長

戦
略
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
は
50

兆
円
規
模
の
市
場
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
市
の
対
応
は
。

本
市
は
、
企
業
と
行
政
が

連
携
し
て
、
最
先
端
医
療

機
器
や
再
生
医
療
の
開
発
・
実

用
化
な
ど
が
進
む
こ
と
で
新
た

な
市
場
が
期
待
で
き
る
状
況
に

あ
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
お

け
る
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
に
新
産
業
を
推
進
し

工場進出を促進するために緑地面積率等が緩和されている浜町地区

積極的な存続活動が展開されている名鉄西尾・蒲郡線

現在進捗中の中部土地区画整理
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て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
方
策
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

企
業
用
地
が
な
い
か
ら
こ

そ
、
進
出
予
定
企
業
の
要

望
に
沿
う
よ
う
な
形
で
用
地
が

提
供
で
き
る
と
考
え
る
。
今
後
、

企
業
用
地
を
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

の
集
積
地
と
し
て
活
用
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

企
業
用
地
が
な
い
こ
と
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
き

た
い
。
市
民
病
院
の
西
側
を
集

積
地
と
し
て
、
う
ま
く
活
用
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

日
恵
野
佳
代（
無
会
派
・
日
本
共
産
党
）

市
民
プ
ー
ル
の
建
て
直
し
を

市
民
プ
ー
ル
も
含
め
て
公

共
施
設
の
建
て
替
え
を
順

次
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
所
信
表
明
で
述
べ
ら
れ
た
。

プ
ー
ル
再
開
を
期
待
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
願
い
を

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

多
く
の
市
民
か
ら
再
開
の

要
望
が
あ
る
。
プ
ー
ル
の

状
態
な
ど
を
把
握
し
て
、
ど
の

よ
う
な
形
で
再
開
す
る
の
が
よ

い
の
か
検
討
し
つ
く
し
て
い
な

い
の
で
、
今
は
具
体
的
な
話
が

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
考
え
は

市
長
は
、
農
協
と
「
政
府

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し

な
い
よ
う
に
取
り
組
む
」
と
政

策
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
反
対

の
姿
勢
を
表
明
す
べ
き
で
は
。

産
業
界
の
中
で
も
賛
成
し

て
い
る
団
体
が
あ
れ
ば
、

反
対
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
。

議
会
の
場
で
の
賛
否
の
表
明
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

竹
内
滋
泰（
市
政
ク
ラ
ブ
）

あ
い
ち
農
山
漁
村
再
生
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
事
業
に
つ
い
て

ジ
ビ
エ
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど

県
が
野
生
鳥
獣
肉
活
用
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市

で
も
事
業
化
の
考
え
は
あ
る
か
。

本
市
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
数

で
は
事
業
化
は
厳
し
い
と

考
え
る
。
肉
の
処
理
は
新
城
の

業
者
に
依
頼
を
考
え
て
い
る
。

安
全
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
ま
い
づ
く
り
の
助
成
は

耐
震
、
浸
水
、
防
犯
の
助

成
に
つ
い
て
の
市
の
考
え

を
伺
う
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
無
料
耐
震

診
断
や
耐
震
補
強
助
成
は
さ
ら

な
る
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
堅
実

な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

市
の
借
金
10
％
削
減
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く

通
常
の
市
債
を
26
年
度
末

に
10
％
削
減
を
達
成
し
た
い
。

鎌
田
篤
司（
市
政
ク
ラ
ブ
）

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
の
た
め

の
新
市
長
の
考
え
に
つ
い
て

８
月
の
上
旬
に
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
が
渥
美
沖
に

あ
る
と
い
う
情
報
が
出
た
が
、

本
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
で
考
え
て
い
る
か
。

本
市
は
港
を
持
っ
て
い
る

の
で
何
ら
か
の
関
わ
り
を

持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。
国

等
で
動
き
が
あ
れ
ば
市
も
誘
致

活
動
に
向
け
て
動
き
た
い
。

市
民
対
話
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
形
で
行
う
か
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
と

対
話
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

来
年
５
月
か
ら
中
学
校
区
単
位

で
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
開
催
場
所
は
地
元
総
代

と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
が
、

各
地
区
公
民
館
で
開
催
し
、
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
主
だ

っ
た
部
長
が
出
席
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

 　

幹
線
道
路
、
港
湾
、
区
画

整
理
、
水
道
等
で
９
の
質
問

松
本
昌
成（
公
明
党
）

第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画

・
高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
は

平成 23年 4月 1日で廃止された市民プール

所信表明を行う稲葉新市長
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がまごおり

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
希
望
が
多
く
、
ま
だ

待
機
者
が
解
消
さ
れ
な
い
状
況

だ
が
、
施
設
整
備
計
画
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

待
機
者
緩
和
を
図
る
た
め

地
域
密
着
型
小
規
模
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
24
年
度
か

ら
各
１
カ
所
ず
つ
３
カ
所
開
設

予
定
で
あ
る
。
24
年
度
に
は
小

規
模
多
機
能
施
設
、
25
年
度
に

は
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

１
カ
所
ず
つ
建
設
予
定
で
あ
る
。

教
育
行
政
に
対
す
る
市
長
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
少
人
数

学
級
等
の
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
24
年
度
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

少
人
数
学
級
や
通
常
学
級

に
お
い
て
支
援
が
必
要
な

児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
、
外

国
籍
児
童
生
徒
指
導
、
教
育
相

談
事
業
等
は
学
校
教
育
充
実
に

は
必
要
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、

十
分
検
討
し
考
え
て
い
き
た
い
。

広
中
昇
平（
市
政
ク
ラ
ブ
）

新
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る

公
共
施
設
建
て
替
え
の
考
え
は

現
在
、
小
中
学
校
の
統
廃

合
が
検
討
さ
れ
て
い
る
中
、

老
朽
化
し
て
い
る
公
共
施
設
の

建
て
替
え
時
期
が
重
な
っ
て
い

る
。
学
校
跡
地
に
複
合
施
設
と

し
て
の
建
て
替
え
も
有
効
と
考

え
る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

い
ず
れ
か
の
小
中
学
校
が

統
廃
合
が
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
跡
地
が
建
設
候
補
地
と
し
て

挙
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
用
地
確
保
の
た
め
に
統
廃

合
が
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
、
教
育
委
員

会
の
検
討
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
絶

対
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

施
設
で
あ
る
。
市
民
プ
ー
ル
建

設
よ
り
も
こ
ち
ら
に
優
先
的
に

予
算
配
分
す
べ
き
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

昭
和
40
年
代
に
建
設
し
た

も
の
が
多
く
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
改
修
は
市
民
水

泳
大
会
が
開
か
れ
る
三
谷
中
学

校
を
一
番
と
し
、
他
の
学
校
は
、

順
次
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

大
竹
利
信（
公
明
党
）

不
育
症
に
つ
い
て

妊
娠
を
し
て
も
流
産
や
死

産
を
繰
り
返
し
、
子
ど
も

が
持
て
な
い
不
育
症
へ
の
相
談

窓
口
の
設
置
や
治
療
費
の
助
成

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

現
在
、
本
市
で
は
不
育
症

の
相
談
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
、
あ
っ
た
場
合
は
保
健
師
が

個
別
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

治
療
費
助
成
は
、
本
市
で
は
行

っ
て
い
な
い
。
当
面
は
不
育
症

の
認
識
を
広
め
る
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

教
育
」
の
普
及
促
進
を

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
登

録
す
る
と
国
内
外
の
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
交
流
を
持
つ

機
会
が
得
ら
れ
る
。
本
市
の
参

加
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

県
開
催
予
定
の
研
修
会
等

で
情
報
を
得
て
、
十
分
に

検
討
し
て
学
校
現
場
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
助
成
金
交
付
等
の

支
援
策
等
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

青
山
義
明（
無
所
属
の
会
）

企
業
用
地
の
造
成
は

市
内
に
５
つ
あ
る
企
業
用

地
候
補
地
に
、
企
業
が
名

乗
り
を
上
げ
た
場
合
、
す
ぐ
に

県
は
造
成
に
応
じ
て
く
れ
る
か
。

進
出
す
る
企
業
の
購
入
意

欲
が
高
け
れ
ば
、
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

他
市
に
お
け
る

人
間
ド
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

黒
字
運
営
し
て
い
る
西
尾

幡
豆
医
師
会
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
と
本
市
と
の
違
い
は
。

本
市
で
は
週
３
日
開
設
で
、

１
日
当
た
り
の
受
診
者
上

限
数
が
平
日
25
人
、
土
曜
日
30

人
で
あ
る
。
22
年
度
の
受
診
者

数
は
２
９
０
９
人
で
あ
る
。
西

尾
で
は
、
週
６
日
開
設
で
、
受

診
者
数
は
企
業
健
診
も
含
め
１

日
当
た
り
50
人
か
ら
60
人
、
年

間
１
万
４
６
０
０
人
ほ
ど
で
、

う
ち
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
約

９
３
０
０
人
で
あ
る
。
大
き
な

違
い
と
し
て
、
自
動
車
産
業
関

連
の
健
康
保
険
組
合
か
ら
の
大

口
の
申
し
込
み
が
あ
る
。

大
場
康
議（
市
政
ク
ラ
ブ
）

介
護
施
設
入
所
に
お
け
る

待
機
者
対
策
は

介
護
施
設
待
機
者
へ
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

議会だより H24.2

三谷中学校で開かれている水泳大会

心豊かで元気な「静里っこ」北部小
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早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
待
機
者
の
た
め
に
、

第
５
期
事
業
計
画
で
は
、
小
規

模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
3
カ

所
開
設
を
計
画
し
て
い
る
。
第

６
期
事
業
計
画
以
降
、
待
機
状

況
に
よ
っ
て
は
広
域
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

国
道
２
４
７
号
中
央
バ
イ
パ

ス
沿
線
上
の
区
域
に
つ
い
て

沿
線
上
の
区
域
に
お
け
る
、

基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

沿
線
か
ら
内
側
は
、
住
居

系
地
域
に
位
置
づ
け
、
人

口
見
通
し
や
市
街
地
の
土
地
利

用
の
現
状
等
を
考
慮
し
、
必
要

に
応
じ
て
沿
線
周
辺
ま
で
は
市

街
化
区
域
に
拡
大
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
第
４
次
総
合

計
画
で
、
そ
の
中
の
企
業
用
地

候
補
地
に
つ
い
て
は
、
研
究
開

発
ゾ
ー
ン
の
位
置
づ
け
を
、
土

地
利
用
計
画
に
追
加
し
て
い
る
。

伴　

捷
文（
市
政
ク
ラ
ブ
）

平
成
24
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て

24
年
度
の
歳
入
見
通
し
に

つ
い
て
伺
う
。

23
年
度
の
当
初
予
算
と
比

較
し
て
マ
イ
ナ
ス
3.1
％
、

３
億
８
８
２
０
万
円
減
の
１
２

１
億
４
７
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
。市

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
市

債
10
％
削
減
と
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

24
年
度
の
発
行
額
は
、
お

お
む
ね
23
年
度
並
み
を
見

込
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
元
金

の
償
還
以
上
の
借
り
入
れ
が
な

い
よ
う
、
総
額
を
抑
制
し
、
市

債
残
高
の
減
少
に
努
め
て
い
く
。

競
艇
場
の
施
設
改
善
工
事
中

の
売
り
上
げ
向
上
策
を

開
催
時
間
を
少
し
ず
ら
し
、

終
わ
り
を
遅
ら
せ
る
こ
と

を
試
行
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

地
元
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
行
え
な
い
。

次
の
周
辺
対
策
会
議
の
中
で
、

一
歩
前
に
出
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
報
告
さ
せ
て
も
ら
う
。

柴
田
安
彦（
無
会
派
）

東
三
河
県
庁
の
位
置
づ
け
と

市
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

東
三
河
に
大
い
に
力
を
入

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

た
が
、
意
外
と
権
限
や
予
算
の

移
譲
が
な
い
。
東
三
河
県
庁
の

動
き
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

東
三
河
の
抱
え
る
広
域
的

な
政
策
課
題
も
多
い
中
で
、

東
三
河
の
こ
と
は
東
三
河
で
決

め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
も
と
、

今
後
東
三
河
県
庁
に
さ
ら
な
る

権
限
と
財
源
が
移
譲
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

来
年
度
に
策
定
す
る
東
三

河
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
、

本
市
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
盛

り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
の
か
。

本
市
を
含
め
東
三
河
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
観
光
資
源
が

あ
る
。
県
の
観
光
行
政
に
お
け

る
軸
足
を
、
東
三
河
県
庁
に
持

っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
。

東
三
河
県
庁
が
県
庁
と
の

二
重
行
政
に
な
ら
な
い
よ

う
に
働
き
か
け
を
す
べ
き
で
は
。

今
の
状
況
は
、
二
重
行
政

で
は
な
い
か
と
判
断
し
て

い
る
。
き
ち
ん
と
物
言
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

伊
藤
勝
美（
公
明
党
）

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に

向
け
て
の
人
的
体
制
強
化
を

４
連
動
、
５
連
動
地
震
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
早
急

に
地
震
災
害
初
動
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
見
直
し
を
す
べ
き
で

あ
る
が
、
人
的
パ
ワ
ー
が
不
足

し
て
お
り
進
ん
で
い
な
い
。
防

災
担
当
を
、
再
配
置
を
含
め
拡

充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
役
所
全
体
の
ス
リ
ム
化

を
実
施
し
て
い
く
中
で
、

防
災
担
当
職
員
だ
け
を
増
員
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
場
合
に
よ

っ
て
は
各
課
か
ら
職
員
を
選
任

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

自
主
防
災
会
の
平
常
時
の

活
動
に
つ
い
て

防
災
訓
練
の
実
施
等
の
諸

活
動
に
対
し
て
「
だ
れ
が
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
手
法

で
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
示
し
て
は
。

具
体
的
な
項
目
を
入
れ
た

訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
２
月

の
自
主
防
災
会
代
表
者
会
議
で

配
布
で
き
る
よ
う
準
備
し
た
い
。

ボートレース蒲郡
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がまごおり

　12月市議会定例会は、11月30日から12月12日までの13日間の会期
で開き、議案21件、請願１件を審議しました。
　条例の改正など、その主な内容をお知らせします。　　　　　　

子ども医療費助成の拡大など
を議決 12月定例会

議   案

議会だより H24.2

条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止

●�

債
権
管
理
条
例
の
制
定

　
（
第
73
号
議
案
）

　

市
の
債
権
を
適
正
に
管
理
す

る
と
と
も
に
そ
の
収
入
率
向
上

の
た
め
に
市
長
の
責
務
、
債
権

管
理
台
帳
の
整
備
、
債
権
の
徴

収
計
画
策
定
の
義
務
づ
け
、
債

権
放
棄
の
規
定
等
に
つ
い
て
定

め
ま
し
た
。

●�
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を

中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大

　
（
第
74
号
議
案
）

　

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
と
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
通
院
に
つ

い
て
小
学
校
卒
業
ま
で
実
施
し

て
い
た
医
療
費
の
無
料
化
が
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
償
還
払
い

と
な
っ
て
い
る
中
学
生
の
入
院

に
係
る
医
療
費
助
成
も
、
窓
口

で
の
負
担
が
な
い
現
物
給
付
に

な
り
ま
す
。

●�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
廃
止

　
（
第
75
号
議
案
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
時

■12月定例会で議決された平成 23年度補正予算
会計名 補正の主な理由 補正額 歳入 · 歳出

予算の総額

一般会計
( 第 3 号 )

障がい者自立支援事業費追加
（56,900千円）

301,200
千円

26,874,600
千円

道路新設改良事業費追加
（23,745千円）

市営住宅維持管理事業費追加
（10,000千円）

学校施設耐震補強事業費追加
（162,000千円）

市民会館管理運営事業費追加
（14,175千円）

モーターボート競走
事業特別会計
( 第 2 号 )

本場発売事業費追加
（2,257,970千円）

4,302,260
千円

125,884,260
千円

専用場外発売事業費追加
（854,790千円）

場間場外発売委託事業費追加
（1,189,500千円）

■ 12 月定例会で審議された議案の一覧

○条例の制定・改正・廃止

�　市職員の給与に関する条例等の一部改正
�　債権管理条例の制定
�　子ども医療費助成条例の一部改正
�　 勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例
の廃止

○補正予算

�　平成 23 年度一般会計補正予算（第３号）
�　 平成 23 年度モーターボート競走事業特別会計
補正予算（第２号）

�　平成 23 年度三谷町財産区特別会計補正予算 
　　 （第１号）

○同意

�　固定資産評価審査委員会委員の選任
�　副市長の選任

○その他

�　人権擁護委員の候補者の推薦
�　指定管理者の指定（中部市民センター）
�　指定管理者の指定（南部市民センター）
�　指定管理者の指定（竹島水族館）
�　指定管理者の指定（ユトリーナ蒲郡）
�　指定管理者の指定（勤労福祉会館）
�　 指定管理者の指定（大塚デイサービスセンター
及び三谷デイサービスセンター）

�　指定管理者の指定（老人福祉センター寿楽荘）
�　指定管理者の指定（生きがいセンター）
�　指定管理者の指定（市立図書館）
�　指定管理者の指定（公園グラウンド）
�　愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更

（ ○内の数字は議案番号。�、�は賛成多数で、そ
れ以外は全会一致で可決されました。）
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■陳　情

■請　願

○�介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充について
の陳情書
　提出者　　愛知自治体キャラバン実行委員会
　　　　　　代表者　徳田　秋　氏
　審査結果　聞きおく（一部不採択）
○�大幅増員と夜勤改善で、安全・安心の医療・介護を
求める陳情書
　提出者　　愛知県医療介護福祉労働組合連合会
　　　　　　執行委員長　鈴木　弘之　氏
　審査結果　聞きおく
○�「介護職員待遇改善交付金事業」を平成２４年度以
降も継続することを求める陳情書
　提出者　　愛知県医療介護福祉労働組合連合会
　　　　　　執行委員長　鈴木　弘之　氏
　審査結果　聞きおく
○�「『子ども・子育て新システム』に反対する意見書」
提出を求める陳情書
　提出者　　愛知保育団体連絡協議会
　　　　　　会長　加藤　哲雄　氏
　審査結果　聞きおく
○�住民の安心・安全を支える行政サービスの充実を求
める陳情書
　提出者　　国土交通労働組合中部地方協議会
　　　　　　議長　杉本　忠久　氏　ほか２団体
　審査結果　聞きおく
○�自衛隊等の大震災救助活動に対して感謝の決議を
要望する陳情書
　提出者　　愛知の教育を考える会
　　　　　　事務局長　杉田　謙一　氏　ほか２名
　審査結果　聞きおく
○�東日本大震災発生の日に全官庁施設に半旗掲揚を
求める意見書の提出を求める陳情書
　提出者　　愛知の教育を考える会
　　　　　　事務局長　杉田　謙一　氏
　審査結果　聞きおく
○蒲郡市民プールの建て直しを求める陳情
　提出者　　清水　芳卓　氏
　審査結果　不採択

①�蒲郡市勤労青少年ホームを生涯学習の場として、
活用・発展を求める請願書
　提出者　　勤労青少年ホーム利用者連絡協議会
　　　　　　会長　小林　ゆか　氏
　審査結果　不採択
　（○内の数字は、請願番号）

代
の
推
移
に
よ
り
本
来
の
利
用

者
が
減
少
し
、
当
初
の
設
置
目

的
が
達
成
さ
れ
た
と
の
判
断
か

ら
、
平
成
23
年
度
末
を
も
っ
て

廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

●�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
（
第
76
号
議
案
）

　

委
員
近
藤
武
彦
氏
の
任
期
が
、

平
成
24
年
２
月
29
日
に
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
同
氏
を
引
き

続
き
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

●�

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦

　
（
第
77
号
議
案
）

　

委
員
６
人
の
任
期
が
、
平
成

24
年
３
月
31
日
に
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
牧
原
正
枝
氏
、
壁

谷
隆
道
氏
、
榎
本
保
氏
、
村
瀬

法
晃
氏
、
佐
伯
ひ
な
子
氏
を
引

き
続
き
、
石
黒
貴
美
代
氏
を
新

た
に
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
し

た
。

●�

指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
第
78
〜
87
号
議
案
）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
の

指
定
管
理
者
が
、
下
欄
の
表
の

と
お
り
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指

定
期
間
も
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

●
副
市
長
の
選
任

　
（
第
92
号
議
案
）

　

平
成
23
年
８
月
１
日
か
ら
空

席
と
な
っ
て
い
た
副
市
長
に
、

鈴
木
良
一
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

施設名 指定管理者 指定の期間

中部市民センター 蒲郡市中部市民センター
管理委員会 1年

南部市民センター 蒲郡市南部市民センター
管理委員会 1年

竹島水族館 蒲郡市都市施設管理協会 5年

ユトリーナ蒲郡 株式会社愛知スイミング 3年

勤労福祉会館 社会福祉法人蒲郡市社会
福祉協議会 5年

大塚デイサービスセンター・
三谷デイサービスセンター

社会福祉法人不二福祉事
業会 3年

老人福祉センター寿楽荘 社会福祉法人蒲郡市社会
福祉協議会 3年

生きがいセンター 社団法人蒲郡市シルバー
人材センター 3年

市立図書館 特定非営利活動法人ブック
パートナー 3年

公園グラウンド 特定非営利活動法人蒲郡アス
リートコミュニケーションズ 3年

※指定の期間は平成 24 年 4 月 1 日からです。全施設において、前回
からの継続になります。

■指定管理者の決まった 11 施設　
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12
月
5
日
に
開
か
れ
た
総
務

委
員
会
に
お
い
て
、
生
命
の
海

科
学
館
１
階
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
と
市
役
所
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
全
体
最
適
化
事
業
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

生
命
の
海
科
学
館
１
階
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

ソ
フ
ト
事
業
に
加
え
、
既
存
の

資
料
を
活
用
し
た
体
験
ゾ
ー
ン

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
低
年
齢

層
に
も
分
か
り
や
す
く
、
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
科
学
館
と
し

ま
す
。
学
校
や
地
域
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
、
観
光
施
設

と
し
て
も
魅
力
を
高
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
を
担
い
ま
す
。

ま
た
改
修
に
よ
っ
て
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
も
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
24
年
２
月
６
日

か
ら
３
月
16
日
ま
で
で
３
月
17

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。　

市
役
所
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

全
体
最
適
化

　

多
く
の
自
治
体
で
、
長
年
使

い
続
け
た
ホ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
が

老
朽
化
し
、
改
修
を
続
け
る
こ

と
に
よ
る
複
雑
化
や
経
費
増
大

が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蒲
郡
市
で
も
同
様
の
問
題
が

発
生
し
て
お
り
、
情
報
シ
ス
テ

ム
全
体
の
あ
り
方
を
見
直
す
時

期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
の
標
準
仕
様
に

基
づ
い
た
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
等
の
活
用
に
よ
り
経
費

削
減
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま

す
。

　

平
成
27
年
１
月
の
運
用
開
始

に
向
け
、
今
後
は
さ
ら
に
詳
細

な
最
適
化
事
業
内
容
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
の

行
政
視
察
報
告

　

議
会
運
営
委
員
会
は
10
月
25

日
、26
日
に
京
都
府
木
津
川
市
、

綾
部
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
視

察
項
目
は
、
議
会
基
本
条
例
、

議
会
報
告
会
、
日
曜
議
会
の
開

催
等
に
つ
い
て
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
、
木
津
川

市
議
会
で
は
、
平
成
23
年
８
月

に
行
っ
た
第
１
回
議
会
報
告
会

の
模
様
を
、
綾
部
市
で
は
、
平

成
11
年
以
来
、
３
月
定
例
会
に

お
い
て
開
催
し
て
い
る
日
曜
議

会
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
両
市
で
の
研
修
は
、
今
後

の
蒲
郡
市
議
会
で
の
議
会
改
革

等
に
向
け
て
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

綾部市で日曜議会の取り組みの説明を受ける議会運営委員

■ 12 月定例会の日程

《11月》
30日　本会議
　　　〔会期の決定、
　　　諸般の報告、
　　　市長の所信表明、
　　　議案説明、
　　　一般質問など〕
《12月》
１日　本会議〔一般質問〕
２日　本会議〔一般質問〕
５日　総務委員会
６日　経済委員会
７日　文教委員会
12日　本会議
　　　〔委員長報告、
　       質疑、討論、
　       採決など〕

《７月》
26日　 群馬県安中市／議会だより
28日　 栃木県足利市／災害対策
《８月》
２日　 福岡県芦屋町／競艇事業
４日　 岡山県倉敷市／緑の基本計画
18日　 日進市／あじさいを活用した地域振興
《10月》
12日　 大分県臼杵市／水道水源基金条例
13日　  千葉県成田市／総合窓口システム導入

事業
17日　 兵庫県高砂市／駅前広場整備事業
18日　 東京都国立市／米飯学校給食
27日　  千葉県木更津市／総合窓口システム導

入事業
28日　  奈良県香芝市／癒しとアンチエイジング

の郷推進事業
《11月》
８日　 埼玉県北本市／一問一答制、
　　　 議場国旗及び市旗掲揚条例
９日　  静岡県伊豆の国市／学校給食のシステム

の運用、給食センター施設概要
10日　 東京都文京区／障害者施策
14日　  岡山県玉野市／総合窓口システム導入

事業
15日　  山形県天童市／創造的事業活動支援制

度ほか中小企業支援策

他市町村議会からの視察一覧
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３
月
定
例
会
の

開
会
日
・
日
程
は

　

３
月
市
議
会
定
例
会
は
、
２

月
23
日
（
木
）
か
ら
開
か
れ
る

予
定
で
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
２
月
21
日

（
火
）
に
開
か
れ
る
予
定
の
議

会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
。

　

本
会
議
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
会
議
当
日
、
市
役
所

７
階
の
議
会
事
務
局
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
日
程
と
一

般
質
問
の
内
容
は
、
市
役
所
の

ロ
ビ
ー
や
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
点
字
版
と

テ
ー
プ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す

　

議
会
だ
よ
り
は
目
の
不
自
由

な
方
向
け
に
、
点
字
版
と
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
版
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

点
字
版
は
、
点
訳
グ
ル
ー
プ

「
あ
い
」
の
皆
さ
ん
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
版
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
声
」
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
は
、
三

河
塩
津
駅
を
除
く
市
内
Ｊ
Ｒ
３

駅
、
名
鉄
蒲
郡
駅
の
ほ
か
市
民

病
院
や
市
役
所
出
張
所
、
市
立

図
書
館
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

がまごおり���議会だより   NO.72 H24.2
●インターネットホームページ���http://www.city.gamagori.lg.jp/site/gikai/
※ホームページアドレスが変わりました

１０月

25日～26日
         議会運営委員会行政視察
１１月

  1日～2日
         総務委員会行政視察
  7日 議会運営委員会理事会
         新市長議会あいさつ
18日 議会運営委員会理事会
21日 12月定例会招集告示
         議案説明会
25日 議会運営委員会
         議会運営委員会理事会
30日～12月12日
          12月定例会
１２月

  6日 議会運営委員会理事会
         議会運営委員会
12日 議会だより編集委員会
14日 国道23号蒲郡バイパス
         建設特別委員会
21日 議会運営委員会理事会
1月

  5日 議会だより編集委員会
         議会運営委員会理事会

議 会 日 誌
10月13日から1月5日

　所信表明とは、市長が就任後に４年間の任
期を見通した政策の方向性について、明らか
にすることをいいます。
　本市議会では１２月定例会の初日に稲葉正
吉第７代蒲郡市長が登壇して、「これからの
蒲郡市の町づくり」について所信表明を行い
ました。
　その中で、「堅実な行財政運営」、「安心し
てお産・子育てのできる町づくり」、「働く場
の確保・産業の振興」、「病院の安定経営・住
みやすい町づくり」の施策項目を柱に、フッ
トワーク良く、スピード感をもって、現場主
義を貫き、蒲郡の町づくりを進めていきたい
と語られました。
　なお、市長の所信表明の様子は、市議会ホー
ムページのインターネット録画中継でご覧い
ただけます。

議会のことば�−�市長の所信表明

　蒲郡市第７代の新しい市長を迎えた 12 月議会
の冒頭に「活気ある蒲郡」「元気のある蒲郡の町」
を目標に「市民の皆さんが安心して暮らせる町」

「住んで良かったと思える町づくり」に向けて４
つの施策項目を柱に着実に誠実に一歩ずつ進め
てまいりたいとの所信表明演説がありました。
　選挙は一つの節目であると同時に転換期を意
味します。
　市議会もベテラン・新人議員がそれぞれの経
験と理想や志に向かい真剣な議論と意見交換を
闊達に行っています。
　登山するルートはそれぞれですが、蒲郡を良
くするという頂に向かって進んでいます。
　このような市議会を広く市民の皆様にもご覧
いただきたいと思います。ぜひ、議会の傍聴に
お越しください。市民の皆様と一緒に将来の蒲
郡について語り合いましょう。
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